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﹁
第
��
回
年
末
年
始
家
族
パ
ー
テ
ィ
ー
﹂
に
思
う

　　

今
年
も
��
月
��
日
よ
り
年
末
年
始
家
族
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
︑
延
べ
で
５
６
２
名
の
皆
さ
ん

を
お
迎
え
し
ま
し
た
︒
前
年
度
よ
り
１
泊
増
や
し

た
こ
と
に
よ
り
︑
昨
年
度
よ
り
２
４
６
名
増
え
て

の
ご
利
用
と
な
り
ま
し
た
︒

　

最
初
の
ご
挨
拶
で
﹁
私
た
ち
人
類
は
理
不
尽
な

状
況
に
置
か
れ
る
事
が
歴
史
の
中
で
数
多
く
あ
り

ま
し
た
︒
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
の
侵
攻
も
そ
う
で

す
︒
で
も
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
神
様
は
見
て
い

て
く
だ
さ
い
ま
す
︒
懐
か
し
い
方
と
の
再
会
に
︑

新
し
い
友
と
の
交
流
に
心
と
体
を
癒
し
︑
２
０
２

３
年
を
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
ス
タ
ー
ト
と

し
て
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
︒

主
役
は
皆
さ
ん
で
す
︒
そ
れ
で
は
ス
タ
ー
ト
で

す
﹂
と
お
話
し
し
ま
し
た
︒

　

外
部
の
講
師
︑
全
職
員
の
意
欲
的
な
働
き
で
多

く
の
方
た
ち
を
お
迎
え
で
き
た
こ
と
︑
充
実
し
た

時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
で
す
︒

終
わ
っ
て
み
れ
ば
私
た
ち
職
員
が
皆
さ
ん
か
ら
心

の
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
今
回
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
の
友
人
も
参
加
し
て
く
だ
さ
り
交
わ
り
を

深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
︒
至
ら
な
か
っ
た
点
が

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
︒
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
次
回
に
繋
げ

た
い
と
思
い
ま
す
︒
皆
様
に
と
り
ま
し
て
２
０
２

３
年
が
良
き
年
に
な
る
よ
う
に
思
い
︑
活
動
し
た

年
末
年
始
で
し
た
︒

2023年1月1日、本館前にて記念撮影

7

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
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プ
ロ
グ
ラ
ム
通
信

ネ
イ
チ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

︻
終
了
報
告
︼

◎
１
月
の
こ
ど
も
自
然
キ
ャ
ン
プ

　

日　

程
：
１
月
��
日
㈯
～
��
日
㈰

新
年
初
の
キ
ャ
ン
プ
は
小
雪
の
た
め

雪
遊
び
で
は
な
く
富
士
山
も
よ
く
見

え
る
眺
望
絶
景
の
山
に
出
か
け
ま
し

た
︒
夜
は
東
山
荘
で
ム
サ
サ
ビ
探
索

や
焚
火
の
集
い
を
楽
し
み
ま
し
た
︒

︻
参
加
者
募
集
中
︼

◎
２
月
の
こ
ど
も
自
然
キ
ャ
ン
プ

　

日　

程
：
２
月
��
日
㈯
～
��
日
㈰

雪
が
降
れ
ば
も
ち
ろ
ん
﹁
さ
る
ボ
ー

ド
﹂
や
雪
の
富
士
山
散
策
︑
雪
遊
び

を
思
う
存
分
楽
し
み
ま
す
︒
雪
が
降

ら
な
い
場
合
も
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
準
備
し
て
い
ま
す
︒

◎
春
休
み
こ
ど
も
遠
足
キ
ャ
ン
プ

　

日　

程
：
３
月
��
日
㈮
～
��
日
㈰

﹁
歩
く
旅
﹂
の
楽
し
さ
を
仲
間
と
共

に
分
か
ち
合
う
遠
足
キ
ャ
ン
プ
シ
リ

ー
ズ
︒
今
回
は
日
本
初
の
長
距
離
自

然
歩
道
で
あ
る
東
海
自
然
歩
道
の
う

ち
富
士
五
湖
を
結
ぶ
コ
ー
ス
を
３
日

間
か
け
て
歩
く
予
定
で
す
︒

＊
い
ず
れ
の
キ
ャ
ン
プ
も
小
中
高
生

対
象
︒
詳
細
な
ご
案
内
ご
希
望
の
方

は
東
山
荘
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒

青
空
ピ
ラ
テ
ィ
ス

　

日
程
：
２
月
５
日
㈰
��
時
～
��
時

　
　
　
　

３
月
��
日
㈰
��
時
～
��
時

　

参
加
費
：
各
１
︐
２
０
０
円

毎
月
一
度
開
催
し
て
い
る
﹁
青
空
ピ

ラ
テ
ィ
ス
﹂
も
今
年
度
残
す
と
こ
ろ

あ
と
２
回
と
な
り
ま
し
た
︒
杉
山
和

代
先
生
ご
指
導
の
も
と
無
理
の
な
い

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し
︑
新
年

度
を
気
持
ち
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

せ
ん
か
︒
参
加
ご
希
望
の
方
は
東
山

荘
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
︒

＊
来
年
度
か
ら
は
不
定
期
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
︒

楽しかった思い出…
「第57回年末年始家族パーティー」開催

【予告】「第58回年末年始家族パーティー」
日程：2023年12月30日(土)～2024年1月3日(水)・4泊5日
　＊9月にご案内（募集）を開始する予定です。皆様のご参加をお待ちしています。
　＊日程はやむを得ない理由により変更する場合があります。

2022年12月30日～2023年1月3日まで57回目の「年末年始家族パーティー」
が開催されました。4泊5日で開催するのは3年ぶり。5日間で延べ562名（参加
者総数207名）の「大家族」が年末・年始という大切なひと時を東山荘で共に
過ごし、たくさんの思い出を分かち合いました。

富士山をバックに「凧あげ大会」。色とりどり
の凧が大空高く上がりました

足柄峠に出かけ、満天の星空を見に
行く夜もありました

正月遊びの定番カルタ。屋外ジャンボカル
タ大会で盛り上がりました

みんなでペッタンもちつき大会

毎日夕方はピラティスで体のメン
テナンス

新春俳句大会

元旦礼拝

大晦日は参加者全員で作る「年越し家
族会」。特技披露の時間では即席の若
者コンビが会場を盛り上げました

東山荘の外に出かけるプログラムも多
彩。富士山を見ながら山中湖畔を散歩し
たり城跡を探訪したりしました

どんど焼き

ニューイヤーコンサート

初釜。抹茶とおいしい和菓子を
いただきました ウクライナの方々を交えた交歓の時富士山クイズウォークラリーではグ

ループで協力して富士山からの問
題に答えました

好評だった「レッツ・スンバ」

参加者の方による自主プロ
グラム、オセロの多面打ち
に挑戦

ケーキ作り

ウクライナか
ら御殿場市に
避難されてい
るミラさんか
ら毛糸を使っ
たウクライナ
の伝統工芸品
づくりを学ぶ
ひと時も

食事も楽しみの一つ。今年は昔の秘伝
レシピを再現したレトロな一品も登場

毎朝黙想館で開かれたデボーショ
ン（朝の礼拝）

＊参加者の皆様から頂いたアンケートはホーム
ページに掲載しています。どうぞご覧ください。

大晦日キャンプファイアー

「森のレストラン」
バレンタインビュッフェ開催
����年�月��日(日)　��：��～��：��

本館�階食堂

バレンタインにちなんだ美味しいお料理を数多くご用意！
“ちょっと特別な”ランチをぜひ東山荘で。

＊その他のオープン日はホームページ等でご案内します。

「森のレストラン」
バレンタインビュッフェ開催
����年�月��日(日)　��：��～��：��

本館�階食堂

バレンタインにちなんだ美味しいお料理を数多くご用意！
“ちょっと特別な”ランチをぜひ東山荘で。

＊その他のオープン日はホームページ等でご案内します。
冬の楽しみ“さるボード”
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お問い合わせ・お申込み
資料の請求はこちらまで

YMCA東山荘
〒412-0024 静岡県御殿場市東山1052
TEL 0550-83-1133  FAX 0550-83-1138

E-mail: tozanso@japanymca.org
ホームページ www.ymcajapan.org/tozanso

施
設
改
善
報
告

◎
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置

環
境
へ
の
配
慮
か
ら
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山

荘
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
努
め
て
い
ま
す

が
︑
そ
の
一
環
と
し

て
本
館
︑
６
号
館
︑

体
育
館
の
屋
根
に
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
ま
し
た
︒

◎
本
館
前
駐
車
場
舗
装

本
館
前
の
駐
車
場
が
一
部
砂
利
の
ま

ま
で
し
た
が
︑
全
面
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
を
し
駐
車
ラ
イ
ン
も
新
し
く
引

き
直
し
ま
し
た
︒

◎
本
館
前
側
溝
敷
設

本
館
玄
関
付
近
の
水
は
け
が
悪
く
︑

大
雨
の
時
な
ど
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
て
い
ま
し
た
が
新
し
く
側
溝
を
敷

設
し
ま
し
た
︒

◎
外
灯
修
繕

１
・
２
号
館
へ
続
く
道
路
灯
２
箇
所

を
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
外
灯
へ
新
し

く
し
ま
し
た
︒
こ
れ
で
夜
間
の
移
動

も
安
心
で
す
︒

チーズ風味のクリームスープ
年末年始家族パーティーで提供し、好評
だったのでご紹介しました。好みでクルト
ンやトーストしたバケットも添えて。
パスタソースのベースにもなります！！

季節の一品

①玉葱をスライスしてバターで炒め、小麦粉を加
え更に炒める（弱火の中火位）。
②ブイヨン（顆粒スープを溶いた物で可能）を①
に注ぎ入れてとろみが出るまで煮る。
③とろみが出たら火から下ろし、粗熱を取ってミ
キサーにかける。
④③と牛乳を火にかけて温め、粉チーズを加えて
泡立て器で良く混ぜる。塩・胡椒・生クリーム
で味を調える。
⑤器に入れてパセリを振る。

材料（４人前）
玉葱 ........................... 120g
バター ....................... 28g
小麦粉 ....................... 28g
ブイヨン ................... 360cc
　（コンソメ顆粒可能）
牛乳 ........................... 360cc
粉チーズ ................... 160g
じゃが芋 ................... 80g
パセリみじん切り ... 適量
生クリーム ............... 適量
塩・胡椒 ................... 適量

食堂店長・料理長 
長 田　尚 弥

Seasonal Recipes

◎
道
路
舗
装
修
繕

ロ
ッ
ジ
付
近
か
ら
裏
門
へ
下
る
道
路

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
破
損
が
激
し
か
っ

た
た
め
︑
一
部
舗
装
を
し
直
し
ま
し

た
︒
凹
凸
が
な
く
な
り
車
も
歩
行
者

も
快
適
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

◎
５
・
６
号
館
客
室
修
理

学
校
団
体
等
の
使
用
頻
度
が
高
い
５

号
館
と
６
号
館
の
ベ
ッ
ド
や
押
し
入

れ
︑
下
駄
箱
等
を
修
繕
し
ま
し
た
︒

子
ど
も
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
使
っ

て
も
安
心
で
す
︵
も
ち
ろ
ん
大
人
の

方
も
︶
︒

募金お礼・ご報告
（����年�月�日～����年�月��日）

皆様からのご支援に
心より感謝申し上げます。

◎東山荘友の会募金
４７１，０００円
◎ナラ枯れ募金
１７１，２９５円

　����年�月、ピンクのシャツを着て登校した少年が「ホモセクシャルだ」とい
じめられました。それを聞いた先輩�人が��枚のピンクシャツを購入、インターネットで「明
日、一緒に学校でピンクのシャツを着よう」と呼びかけました。翌日学校では、呼びかけに
賛同した数百名の生徒がピンクのシャツや小物を身に着けて登校。学校中がピンク色に
染まり、いじめが自然となくなりました。このエピソードはSNS等で��カ国以上に広まって
いき、カナダでこの出来事があった�月の最終水曜日は「ピンクシャツデー」とよばれるよう
になり、いじめについて考え、いじめられている人と連帯する思いを表す�日とされていま
す。YMCAでもこの運動に賛同し、毎年�月の最終水曜日をYMCAピンクシャツデーとし、全
国のYMCAでYピンク色の服や小物を身に付けて弱い立場にいる子どもたちに寄り添う気
持ちをアピールしています。
　YMCA東山荘では今年も御殿場ロータリークラブのサポートと御殿場市と小
山町の教育委員会の後援を得て、御殿場市と小山町の全小中学校や関係する
団体にキャンペーンのリーフレットを配布し、この運動を広める活動を行います。

【編集後記】今年度は今号が最後です。�年間ありがとうご
ざいました。来年度はより一層内容の濃い紙面をお届けし
たいと思います。どうぞよろしくお願い致します。（Y.S.）

YMCAピンクシャツデー ����　今年は �月 �� 日（水）

YMCAのウクライナ避難者支援活動

YMCA stands for peace; YMCA works for peace
YMCAは平和を希求し、平和のために働く

日本YMCA同盟によるウクライナ
避難者支援活動ならびにYMCA
東山荘での取り組み

　一刻も早い争いの収束を願う人びとの願
いが届かないまま、ウクライナ侵攻から１年
が経とうとしています。ウクライナから来日し
た避難者の日本での生活も長期となり、日
本のYMCAのウクライナ避難者支援活動も
避難者の生活支援や自立支援へと変化して
きました。
　みなさまからお寄せいただいた募金で約
���名の支援につながっていることに心より
感謝申し上げます。
　YMCA東山荘では昨年��月より、御殿場市
と御殿場市観光協会と協力しながら、御殿
場市に避難しているウクライナ人の雇用機

会の提供を始めました。現在はお客さまを
気持ちよくお迎えするための客室を整える業
務に従事していただいていますが、先に行わ
れた年末年始家族パーティーではウクライ
ナのクラフトの紹介もしていただきました。
仕事内容の飲み込みも早く、熱心に業務に
取り組んでいるその姿勢、そしてこれまで生
きてきた環境とは異なるなかで新しい生活
にチャレンジしている様子から、私たちスタッ
フが学ぶことが多くあります。それだけに、ウ
クライナの戦況が厳しくなるニュースにはま
すます心が痛みます。私たち以上に、避難者
の方の気持ちは揺れ動いているはずですが、
そのようなウクライナ人の同僚の心の動きに
も寄り添える仲間でありたいと思います。
　就労、教育、健康など個別度の高い、
生活に密着しているニーズへの対応が今後
も続きますが、来日避難をされ
てる方がより安心して生活でき
るように、また本国や近隣諸国
で避難生活を続ける人びとのた
めに、引き続きご協力をお願い
申し上げます。（杉野）

↑ウクライナ
募金サイト


